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　本学にコミュニケーション学部が創設されて 10年の経験を積んだ 2003年 1月現在、この

学部には「メディア社会」、「ネットワークコミュニケーション」、「人間・文化」三専攻分野

と、「ワークショップ教育」が設けられた。このような大きな母体の中で、「ことば」をどの

ように教えているのであろうか？　私の場合、文化人類学の approachも役立った。例えば、

1970年代、私と同じ頃アメリカ西部の大学に留学しておいでだった西江雅之先生の「伝え

合いの人類学」の連続講義を、新宿の朝日カルチャー・センターで拝聴したことがある。当

時としては日本で最新の専門分野を、どのような日本語で社会人におはなしになるのか？　

ミシガン大学での私の先生、John E. Baird, Jr. 先生と同じく、「伝え合い」の 7要素（ベア

ード先生は 8要素）として、1920年頃から提言されていた説を、先生は「伝え合いの人類学」

の標題で紹介なさった。曰く（そのまま）、

〈伝え合いの人類学〉　　　西江雅之

人は“言葉”で伝え合っている。

人は“言葉”で（も）伝え合っている。

人は“言葉”以外のものでも伝え合いをしている。

　　　　　　“身振り”

人は“言葉”と“身振り”で伝え合いをしている。

人は“言葉”でも“身振り”でも伝え合いができる。
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　“伝え合い” の七要素

1．ことば　　　　

言語＋ paralanguage

（langue）

（徳座ならば paralanguage＋言語（langue）と逆にする。）

Context（知識、イデオロギィー、etc.）

2．身体の動き　　　　
動作（movement）

姿勢（posture）

3．人物特徴　　　　

性別、成長度

　　　体型

　　　性格

身体付加物〔例えば服装、特に身分背景を示すもの〕

4．空間と時間　　　　

空間

時間

　　　　

①距離

②方向

①刻

②実際に要する時間

③スペース

　

5．環境　　　　
与えられた環境

演出可能な空間

6．人物の社会的背景　　　　
社会構造

社会組織

7．生理的反応　　　　
直接接触的身体反応

間接的身体反応（顔色、匂い、動作など）

なお、Baird先生の 8要素は、The Dynamics of Organizational Communication. （New York : 

Harper & Row）, 1977, pp. 43―53。

　このような基礎勉強を基に、30数年の教職体験を経てやっと解ってきた自分にとっての

コミュニケーション学の枠組みを、私は次のようにまとめることができた。それは 2001年

11月の頃である。田崎篤郎、板垣雄三先生ご在職中であった。

　ヒューマン・コミュニケーションの指導と研究は西洋文化において長い伝統をもつ。特に

オーラル・コミュニケーションとしての教育と研究は、現在も中心的な役割りを果している。

1915年、米国で主としてオーラル・コミュニケーションに関心を持つ教師や研究者たちの
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中で、既製の分野内で意見を異にする人々が、全国規模の学会（全米スピーチ学会）を結成。

公式演説など多くの新しい分野が創設され、調査方法や理論の開発方法を追及した。

1930年代までには、社会学における行動主義の強い影響下で、コミュニケーションを科学

的に研究しようとした多くの研究者たちは、行動主義モデルを自分たちの成果に適用しはじ

めた。さらに、第二次世界大戦後、態度変容研究（attitude change studies）において、社会

心理学者やコミュニケーション学者による急速な進歩があり、調査に関して影響力を持つ学

派が出現した。

　態度変容の研究は、影響力を持つにいたったが、より大きな研究活動分野の一部にすぎな

かった。小集団、集団、組織体内／外／間／のコミュニケーション・プロセスを研究してい

る他の研究者グループも、様々な変数分析法を考案している。1960年代後半頃から、米国

を主として、日本を含む国々でも、リレーショナル・コミュニケーション（人間関係コミュ

ニケーション、relational communication）の研究と教育の諸分野で成果があげられはじめて

いる。さらに、第三のメッセージ／メディア・コミュニケーションの分野でも、従来のジャ

ーナリズム、マス・メディア研究分野との融合がみられる。

　上記の歴史的背景を持つ研究と教育の成果の一端を学び、人間理解の理論と技術を習得さ

せる講座を設置することは必要である。研究分野を以下にあげる。

I. 1．コミュニケーション（伝え合い）の定義（複数）

2．コミュニケーション構成要素

a．自己、他者、認知、等

b．言葉／言語の特性、等

c．非言語

d．話し方

e．聴き方

f．その他

3．コミュニケーションの役割り、例えばマズローの法則が指摘しているように、自分

を含めた人間の持つ生理的欲求、安全性の欲求、社会的（孤立せずどこかに所属し

たい）欲求、尊敬されたい（いちもくおかれたい）欲求、自己実現の欲求、を操作

して、現状よりもよりよい、又はその逆の、人間関係を創ること。

II. 4．公式なオーラル・コミュニケーション

a．縦の関係

パブリック・スピーキング、説得（persuasion）

目的、種類、主題、文章構成法、発表方法、効果の測定、聴衆分析、批

評方法
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b．横の関係

⒜　対話

⒝　談話

⒞　議論（ディベート）

⒟　討論法（ディスカッション）

⒠　各種集会の進め方、等

III. 5．国内異文化コミュニケーション

6．国際異文化コミュニケーション

上記 5、6の定義、特徴の説明

IV. 7．人間関係のコミュニケーション

a．自己（自分／個体）内

b．家族内

c．対人（個体間）

d．小集団（小グループ　3～6人くらい）

e．集団（グループ　30人～特定多数）

f．組織内／間（オーガニゼーション　30人～特定多数）

V. 8．メッセージ／メディア・コミュニケーション　いわゆるマス・コミュニケーション

マス・メディア（活字分野―新聞・雑誌　その他の印刷物、ラジオ・テレビなど）

9．政治コミュニケーション

10．社会改良運動のコミュニケーション

VI. I. T.、その他、現在まで発達している電子伝達分野

上記それぞれの定義と内容説明

VII. コミュニケーション教育

これらの分野の教材をあつめて、私自身は本校で学部、大学院の授業を進めてみた。

例

1．西洋古典修辞学の伝統をたどる。

2．アメリカを中心とした 20世紀コミュニケーション諸理論を概観する（心理学、社会学、

文化人類学、経営学等の分野）。哲学、宗教学、歴史学、文学などを含めるとよい。

3．アメリカにおける 20世紀マス・コミュニケーション諸理論の概観。

4．中近東諸国、インド、中国、韓国、日本での展開、実施されてきている音声・書き言葉

による「伝え合い」の実情と諸理論の探査。

まとめのレポートを提出。そして上記番号に対応する以下の使用教材を配布した。

1．The Rhetorical Tradition : Readings from Classical Times to the Present. edited by 
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Patricia Bizzell and Bruce Herzberg （1990）.

2．A．Communication Theory by Ernest G. Bormann （2000）.

B．Understanding Human Communication by Ronald B. Adler and George Rodman 

（1991）.

C．Oral Communication : Speaking across Cultures by Larry A. Samovar （2000）.

D．Relational Communication : Continuity and Change in Personal Relationships by 

Julia T. Wood （2000）.

E．Theories on Group and Organizational Communication.

F．Foundations of Intercultural Communication by Guo-Ming Chen and William J. 

Starosta （1998）.

3．Mass Communication Theory : Foundations, Present and Future by Stanley J. Baran 

and Dennis K. Davis （2000）.

4．中近東諸国、インド、中国、韓国、日本における「はなしことば」・「書きことば」

による「伝え合い」についての伝統に関する研究書は各履修生が探査研究する。

　このようにして、昭和 39年（1964）から、日本における私の公的教職生活をすすめてきた。

　これらの基礎研究ステップを一段づつ、包括的に記憶しながらのぼりつづけ、さいごに政

治コミュニケーションのところまでたどりついた。ここで子供時代から関心をもたされてい

た一人の日本婦人の社会的自己の目覚め（self-awareness）が、二人から三人→数人→何十

人→何百人となって（consciousness raising）、「家」から→自己教育→政治→経済→社会的

諸問題へと開眼していく姿を、博士論文にまとめ、母校慶應義塾大学出版会から 1999年春

に出版した。（The Rise of the Feminist Movement in Japan. 300 p.）

　この間、学習院大学英米文学研究科で、言語学の演習を一年間担当させていただく栄を得

た。直接の専門分野ではないのに、恩師たち厨川文夫、西脇順三郎、岩崎良三、そしてその

弟子たちの筆頭鈴木幸夫先生方のおかげで、おたのみを受けたのだと思う。早速、スタンフ

ォード大学とミシガン大学で日本文学を主専攻、言語学を副専攻となさったアメリカの 40

数年来の私の恩師 Dr. George T. Sheaに “S.O.S.” の電話をかけた。その結果、“Readings in 

Linguistic Analysis Compiled by Bermard Bloch” リストと、シェー先生のおとりになった A4

版タイプ用紙 60頁の手書きノート、この授業でお使いになった教科書一式が即座に送られ

てきた。恩人シェー先生のノートの一端だけを、週一回九ヶ月の演習に活用させていただく

ことができた。さらに幸いなことに、小池育夫先生の「明海大学大学院応用言語学学会誌」

（No. 5, 2004. pp. 4―29）に上記の諸事情と「資料」を載せさせていただいた。

　Dr. Sheaが Angell Hallでこの授業を履修なさったのは 1949年から 52年の間で、その頃、

服部四郎先生（1908―1996）がアルタイ諸言語を special courseとして教えていらしたときく。
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先生のご帰国後は、日本での弟子で若手の中国文学研究者山本謙吾氏が、その courseをひ

きつがれたらしい。山本氏は息子さんを残して早世されたことを、山本氏の友人飯島周先生

から 1970年跡見学園女子大学でお聞きし、シェー先生にお伝えした。ついでながら、シェ

ー氏と山本氏は仲のよい友人だったらしい。ある夜、二人はシェー氏の運転で、アン・アー

バーからデトロイトにドライブし、サミュエル・ベケットの『ゴドーを待ちながら』を観た

そうである。服部先生が日本へ去られたあとも、二人は仲のよい友人だったらしい。昭和

40年（1965）、シェー先生が法政大学出版局から博士論文 Lefwing Literature in Japan : A 

Brief History of the Proletarian Literary Movement （478 p.）を出版された折に、「群像」に山

本謙吾氏の『紅楼夢』研究にふれていらしたと記憶している。

　Dr. Sheaは 1953年に東京大学と、法政大学の小田切秀雄先生のもとへ数ヶ月、アメリカ

からのはじめてのフルブライト大学院生として留学なさった。その結果が上記の本である。

50年前ミネソタ大学日本語学科で教鞭をとっておいでの頃、先生の officeに私の父から毎

週送られてくる「朝日新聞」をさしあげに立ち寄ったのが、この ＂Reading＂ リストをいただ

いたきっかけである。わずか一学期間で完読すべき参考書のこのリストをご覧になり、アメ

リカの一流大学の一つ一つの course disciplineがどれほどきびしいものであるかおわかりに

なろう。終戦直後から、多くの日本の英語学者や教師たちが、ミシガン大学言語学科を訪れ

た。なお、服部四郎先生は私が 1988年にミシガン大学から博士号をいただいたことをお知

らせすると、お祝いのおことばを郵送してくださった。先生の知人も「坂西志保（ミシガン

大学、美学で Ph. D.）に次ぐ快挙です」と言って下さった。本校では、増田四郎先生が、第

一研究センターの教員室で私の努力を認めて下さった。

 （2003年 10月記）　

　2004年 3月、学生諸君と直接に接する機会が少なくなったので、IT分野での基礎研究方

法をご紹介することができない。期を一にして、「ことば」、「言語」についての言及が氾濫

している。「コミュニケーション」という語も日常用語となっている。学生時代に勉強の対

象の一つとして、ご自分なりに体系的に一考しておいてほしい。「コミュニケーション科学」

第一号、pp. 12―13、東京経済大学、1994年 5月号を私は折にふれて再読している。

 （2007年 6月記）　
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（1950年代初期に Dr. Sheaが使用された言語学科での参考資料リスト。使用頻度が高かった教科書には丸印がつけられている。）参考資料（言語学）。
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